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お早めにお早めに
ははのの

・気温がマイナス４度以下になるとき
・旅行で家を留守にするなど長時間水道を使用しないとき

　水道管は寒さに弱く、気温がマイナス４度以下になると水道管内の水が凍って
水が出なくなったり、破裂したりする場合があります。
　給水装置は個人の所有物であるため、水道管が破損してしまうとお客さまが修
理費用を負担しなければなりません。早めの凍結対策をお願いします。

　水道管を保温材で巻き、直接外気に触れないようにしたり、糸状程度に水を出して
おいたりすることで凍りにくくなります。特に、建物の外などに露出している水道管、
日陰や風当たりが強い所の水道管は注意が必要です。

凍結を防ぐには凍結を防ぐには

　自然に溶けるのを待つか、水道管にタオルなどを巻
き、ぬるま湯を掛けてゆっくり溶かしてください。

凍結で水が出なくなったときは凍結で水が出なくなったときは

　水道を使っていない状態で水道メーターのパイロットを確認してください。パイロットが回っている場
合は漏水の可能性がありますので、止水栓を閉め、市指定の給水装置工事事業者に修理を依頼してくださ
い。修理費用はお客さまの負担になります。　※指定事業者は、市ホームページに掲載しています。

漏水が疑われるときは漏水が疑われるときは

家中全ての
蛇口を閉めて
パイロットが
回っていたら
漏水の可能性
があります

漏水した場合は
止水栓を閉める

外気に触れる管は
保温材やタオルを
巻き付けておく 浴槽などに

糸状に水を
出しておく

止水栓 止水栓

メーターボックス

道路

配水管

たまった水は
洗濯などに利用

積雪時は、メーターボックス周辺の除雪にご協力ください

水道管水道管 凍結対策
こんなときは注意！

熱湯を掛けると水道管が
破裂する恐れがあります。

危険！

水道メーター

長年の功績に光
長年にわたりそれぞれの分野で尽力された方々 が、栄誉に輝かれました。

旭
日
小
綬
章

木
下

　孝
輝
さ
ん
（
79
歳
）　
江
曽
町

元
　
七
尾
市
議
会
議
員

昭
和
58
年
に
七
尾
市
議
会
議
員
に
当
選
。
35

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
、
七
尾
市
議
会
議
長
、
副
議
長
に
就
任
さ
れ

る
な
ど
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

在
任
中
は
地
元
徳
田
地
区
を
基
盤
に
、
地
域
住

民
の
声
を
行
政
に
つ
な
ぐ
た
め
道
路
整
備
や
耕

地
整
理
に
力
を
注
い
だ
。「
長
い
間
議
員
を
務
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
内

助
の
功
で
支
え
て
く
れ
た
妻
の
お
か
げ
で
す
」

と
感
謝
を
述
べ
た
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

三
浦

　光
雄
さ
ん
（
72
歳
）　
矢
田
町

元
　
公
立
高
等
学
校
長

昭
和
43
年
に
教
員
と
な
り
、新
設
鹿
西
高
校
で
創

部
し
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
を
4
回
の
全
国
優
勝
に
導
い

た
。七
尾
高
等
学
校
校
長
を
退
職
後
、七
尾
市
教
育

長
に
就
任
。「
転
ん
で
も
す
ぐ
起
き
る
、強
く
た
く
ま

し
い
子
を
育
て
よ
う
」を
目
標
に
、七
尾
コ
ロ
サ
ス
キ
ー

場
で
の
ス
キ
ー
実
習
や
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
能
登
の
里
山
里
海
を
学
ぶ
環
境
学
習
や
伝
統
芸
能

学
習
を
取
り
入
れ
た
。ま
た
、児
童
生
徒
の
適
正
な

学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
学
校
の
統
廃
合
を
推

進
し
、充
実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

泉

　幸
彦
さ
ん
（
61
歳
）　
中
島
町
小
牧

元
　
１
等
陸
尉

昭
和
51
年
に
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、患
者
の

治
療
や
医
療
施
設
へ
の
護
送
、部
隊
の
健
康
管
理

な
ど
を
行
う
衛
生
科
を
中
心
に
35
年
間
勤
務
。訓

練
や
災
害
派
遣
な
ど
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の

業
務
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
た
。座
右
の
銘
は「
一
所

懸
命
」。与
え
ら
れ
た
場
所
で
努
力
を
惜
し
ま
ず

頑
張
る
こ
と
を
心
掛
け
、「
国
民
の
期
待
に
応
え
、

い
か
な
る
事
案
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
常
に
心
身

と
も
に
鍛
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
で
し
た
」と

妥
協
が
許
さ
れ
な
い
厳
し
い
業
務
を
振
り
返
っ
た
。

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

杉
田

　安
生
さ
ん
（
74
歳
）　
古
府
町

元
　
七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
消
防
司
令

昭
和
46
年
に
消
防
士
と
な
り
、住
民
の
人
命
や

財
産
を
火
災
か
ら
守
る
消
防
業
務
に
従
事
。「
昔

は
狭
い
道
路
が
多
く
、有
事
の
際
は
消
防
車
が
到

着
す
る
ま
で
に
迅
速
な
消
火
活
動
を
行
っ
て
く
れ

る
地
元
消
防
団
の
力
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
」と

消
防
団
と
の
連
携
を
図
り
、被
害
の
拡
大
防
止
に

努
め
ら
れ
た
。ま
た
、「
市
民
と
の
触
れ
合
い
を
第
一

に
」と
消
防
職
員
50
人
で
七
尾
港
ま
つ
り
総
踊
り

に
参
加
し
防
火
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、市
民
の
防

火
意
識
の
高
揚
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
。
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